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平
川
新
（
ひ
ら
か
わ
・
あ
ら
た
）

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
福
岡
県
出
身
。
昭

和
55
年
東
北
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修

し
、
そ
の
後
も
学
生
は
増
え
続
け

た
。
開
校
当
初
の
回
顧
談
に
よ
る

と
、
十
代
始
め
か
ら
二
十
代
半
ば

ま
で
の
生
徒
が
一
緒
に
教
わ
っ
て

い
た
こ
と
や
、
華
美
な
服
装
の
県

知
事
令
嬢
や
高
官
令
嬢
が
い
た
こ

と
、
良
家
の
母
子
が
通
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
当
初
の
授
業
は
す
べ
て
英
語
で

行
わ
れ
た
が
、
指
導
が
厳
し
か
っ

た
の
で
す
ぐ
に
上
達
し
た
と
い

う
。
音
楽
も
賛
美
歌
と
オ
ル
ガ
ン

の
指
導
で
あ
っ
た
。「
英
語
と
音

楽
の
宮
城
」
の
伝
統
は
開
校
当
初

　
宮
城
学
院
の
前
身
で
あ
る
宮
城

女
学
校
は
、
１
８
８
６(

明
治
19)

年
に
創
設
さ
れ
た
。
創
設
者
は
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
道
者
で
あ
る
押
川

方
義
で
あ
り
、
初
代
校
長
に
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
プ
ー
ル
ボ
ー
が

就
任
し
た
。
押
川
は
同
年
に
東
北

学
院
も
創
設
し
た
。

　
当
初
は
校
舎
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
授
業
は
東
二
番
丁
の

個
人
の
屋
敷
で
始
め
た
。
教
員
は

外
国
人
教
師
が
２
人
、
生
徒
は

10
人
。
数
年
後
に
は
50
人
に
達

平川 新

に
、
５
人
の
学
生
が
プ
ー
ル
ボ
ー

校
長
に
国
語
・
国
文
な
ど
の
日
本

精
神
を
学
ぶ
課
目
の
充
実
を
訴
え

る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
自
立
と
自
己
主
張
の
精
神
は

西
洋
式
教
育
の
成
果
で
あ
ろ
う
が
、

学
校
運
営
を
批
判
し
た
こ
と
を
理

由
に
５
人
は
退
学
を
命
じ
ら
れ

た
。
こ
の
事
件
に
共
感
し
て
自
主

退
学
し
た
の
が
、
相
馬
黒
光
で
あ

る
。
黒
光
は
上
京
し
て
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
に
入
り
、後
に
夫
と
共
に
、

イ
ン
ド
カ
リ
ー
で
著
名
な
新
宿
中

村
屋
を
創
業
し
た
。
中
村
屋
は
こ

の
頃
に
活
躍
し
た
作
家
や
画
家
の

た
ま
り
場
と
も
な
り
、
中
村
屋
サ

ロ
ン
と
し
て
も
有
名
に
な
っ
た
。

　
黒
光
よ
り
少
し
後
の
入
学
者
に
、

日
本
初
の
女
性
新
聞
記
者
と
な
っ

た
磯
村
は
る
（
旧
姓
小
泉
）
が
い

る
。
は
る
は
卒
業
し
て
母
校
の
教

師
と
な
っ
た
が
、
結
婚
し
て
上
京

し
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
記
者
と

し
て
活
躍
し
た
。
１
９
８
６
年
に

放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
『
は
ね
駒
』
の
主
人
公

は
、こ
の
は
る
が
モ
デ
ル
で
あ
る
。

了
。
東
北
大
学
東

北
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
長
、
同
災

害
科
学
国
際
研
究

所
長
を
経
て
、
平

成
26
年
４
月
現
職

に
就
任
。

て
男
子
に
近
く
な
る
の
は
、
１
９

１
０
年
代
（
大
正
年
間
）
の
こ
と

で
あ
る
。  

　
ま
た
１
８
７
９
（
明
治
12
）
年

の
教
育
令
に
よ
っ
て
小
学
校
以
上

は
男
女
別
学
と
さ
れ
、
男
子
は
中

学
、
女
子
は
女
学
校
に
別
れ
た
。

し
か
し
公
立
の
女
学
校
は
少
な

く
、
男
子
中
心
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
１
９
０
０
（
同

33
）
年
に
は
東
京
女
子
高
等
師
範

学
校
（
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

が
開
設
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の

津
田
梅
子
が
女
子
英
学
塾
（
現
津

田
塾
大
学
）
を
開
い
た
。
翌
年
に

は
日
本
女
子
大
学
校
が
開
学
し
て

い
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
専
門
学

校
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ
っ

た
。こ
れ
ら
が
大
学
に
な
る
の
は
、

戦
後
の
学
制
改
革
が
行
わ
れ
た

48
（
昭
和
23
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

  

こ
う
し
た
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師
た
ち
が
女
子
教
育
に
果
た

し
た
役
割
は
、
極
め
て
大
き
い
。

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
は
１
８
７
０

（
明
治
３
）
年
、
同
志
社
女
学
校

は
76
年
、
立
教
女
学
校
は
77
年

と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
ミ

ッ
シ
ョ
ン
系
の
女
子
校
が
全
国
各

地
に
開
学
さ
れ
て
い
っ
た
。
江
戸

時
代
の
禁
教
令
が
解
除
さ
れ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
各
派
の
宣
教
師
た
ち

が
布
教
と
キ
リ
ス
ト
教
主
義
的
教

育
の
普
及
の
た
め
に
多
数
来
日
し

た
か
ら
で
あ
る
。

か
ら
だ
っ
た
の
だ
。
キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校

だ
か
ら
、
聖
書
の
学
習

は
も
ち
ろ
ん
必
修
で
あ

る
。
当
時
は
新
し
い
時

代
を
も
た
ら
し
た
西
洋

文
化
に
対
す
る
関
心
も

高
く
、
ハ
イ
ソ
サ
エ
テ

ィ
な
家
庭
の
子
女
の
入

学
が
相
次
い
だ
。

　
だ
が
、
洋
風
一
辺
倒

の
ア
メ
リ
カ
式
教
育
に

対
す
る
反
発
も
生
ま
れ

た
。
92
（
明
治
25
）
年

明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
教

女
子
教
育
の
役
割

宮城学院女子大学学長

宮城学院最初の校舎（明治22年竣工）。東三番丁に建て
られ、西洋風のしゃれた校舎があこがれになったという

　
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
公

布
さ
れ
た
学
制
で
は
、
華
族
・
士

族
か
ら
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
、

男
女
と
も
に
「
不
学
」
の
者
が
な

い
よ
う
に
小
学
校
に
通
わ
せ
る
こ

と
が
布
達
さ
れ
た
。
だ
が
、
翌
年

の
就
学
率
は
男
子
が
約
40
％
、
女

子
が
約
15
％
、
93
（
同
26
）
年

は
男
子
70
％
、
女
子
30
％
で
あ

り
、依
然
と
し
て
格
差
は
大
き
い
。

女
子
の
就
学
率
が
95
％
を
超
え

連載③


